
日時：2017年7月10日 （月） 会場：早稲田奉仕園 You-I ホール

「地域の力」診断ツール活用報告
（一財）CSOネットワーク プログラムオフィサー 長谷川雅子

１．「地域の力」診断ツールとは

２． ワークショップ ～ツールによる「地域の力」診断～

３．「地域の力」診断を振り返って
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 地域がどのように持続可能であるかを、地域に住む
人々が主体となり診断するための道具

 経緯：持続可能な地域づくりの取り組みを訪ね、共
通の要素を「地域の力」として指標化

1. 「地域の力」診断ツールとは
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福島県喜多方市山都 本木上堰 トルコイズミール大規模有機農業法人 山形県白鷹町しらたかノラの会



 地域の力を、指標化し、分野に分け、視覚的にわか
りやすく提示 ＋ 地域への満足度

 目的：診断を通じた現状把握、新たな取り組みへの
ステップ

 対象：地域の課題に対して、
住民主体の取り組みを
おこなっている方々

1. 「地域の力」診断ツールとは
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「地域の力」診断チャート



２. ワークショップ報告
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 静岡県静岡市駿河区丸子地区
（2017年7月14日＠JA静岡市丸子支店会議室）
認定NPO法人丸子まちづくり協議会 20名参加

２. ワークショップ：「地域の力」診断報告
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 静岡県牧之原市相良地区
（2017年11月28日＠静岡県立相良高校会議室）
県立相良高校・本通り商店会・新町ユーロード商店会 36名参加

２. ワークショップ：地域の力診断報告
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 静岡県牧之原市 全地域および周辺地区
（201８年２月18日＠牧之原市総合健康福祉センター
「さざんか」2階会議室）40名参加

２. ワークショップ：地域の力診断報告

7



8



 富山県黒部市大布施地区
（2017年6月26日＠喫茶「狐狸庵」）
大布施自治振興会/大布施地区社会福祉協議会
（社福）黒部市社会福祉協議会 20名参加

２. ワークショップ報告：地域の力診断報告
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 「共生社会（地域の人々による参画と協力）」分野の
評価が高い

 課題：経済の分野（後継者問題）、公共施設（公共交通・空家）

 主観的満足度・誇り・住み続けたい：非常に高い
（人の良さ、人とのつながり、自然・気候、文化）

２. ワークショップ：地域の力診断報告まとめ
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0

丸子 宇津ノ谷峠の明治トンネル 相良 高校生の商店会への聞き取り 黒部 黒部漁港生地中橋



 「地域の力」診断ツールの役割

・住民の目線から総合的に地域の現状の整理

・色々な立場からの地域の現状認識の共有

⇒取り組みに向けての協力関係構築のきっかけ

・持続可能な地域づくりのモデルの提示≒SDGs

 「地域の力」診断ツールの展望・課題

・指標の改訂 （地域の規模、年齢による志向の違い等）

・診断結果の蓄積を地域づくりの参考に

３. 「地域の力」診断を振り返って
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CSOネットワークのウェブサイトもご覧ください
http://www.csonj.org/activity2/organic/community-power-assessment

ご清聴ありがとうございました！

http://www.csonj.org/activity2/organic/community-power-assessment

